
 

資料３－５「病児保育事業」（参考資料） 

 

１ 子どもの病気・病後時の対応について 

 

○ 子どもが病気や病気の回復期であるために，幼稚園・保育施設等を利用で

きなかったことがあったか。 

 １．あった ２．なかった

 

 

 

不明・無回答

N =

平成25年 1,772

平成20年 1,493
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○ 上記で「あった」場合の対処方法 
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９．就労していない母又は父がみた
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資料：京都市子育て支援に関する市民ニーズ調査 

（設問）この１年間に，宛名のお子さんが病気や病気の回復期であるために，幼稚園・保育施設等を利用

できなかったことがありましたか。（問 13-1） 

    この１年間の対処方法とそれぞれの日数は概ね何日ですか。（問 13-2） 

 

  

 



 

 

２ 子の看護休暇制度について 

○ 現在の勤務先の子の看護休暇制度の内容 

 男性（正社員） 女性（正社員） 女性（非正社員） 

よく知っている 5.7％ 16.8％ 3.2％ 

だいたい知っている  15.7％ 30.4％ 9.9％ 

あまり知らない 32.8％ 29.6％ 26.8％ 

全く知らない 45.8％ 23.2％ 60.1％ 

○ 子どもの病気への対応に必要な施策 

 男性 

（正社員） 

女性 

（正社員） 

女性 

（非正社員） 

病児・病後児保育等の 

保育サービス充実 

26.0％ 35.3％ 32.6％ 

仕事と家庭の両立についての 

社会の理解の促進 

36.1％ 34.0％ 37.3％ 

仕事と家庭の両立のための 

施策の周知方法 

10.9％ 6.5％ 7.8％ 

子の看護休暇の日数の延長 4.7％ 6.7％ 4.8％ 
子の看護休暇取得を原因とする 

減数補填 

9.9％ 8.8％ 9.5％ 

不利益取扱いに対する指導の強化 10.3％ 7.6％ 6.3％ 

その他 2.1％ 1.1％ 1.8％ 

資料：厚生労働省 平成 23年度育児休暇制度等に関する実態調査のための調査研究事業報告書 

（設問） ・子の看護休暇制度の認知状況 

     ・子どもの病気への対応に必要な施策 

 

３ 少子化対策として効果のある施策  

 
子どもが病気のと

きの看護休暇 

病児・病後児の保育

受入施設の拡充 

かなり効果がある 54.1％ 47.9％

少しは効果がある 32.5％ 33.5％

あまり効果がない 8.8％ 13.6％

全く効果がない 0.8％ 1.1％

わからない 2.1％ 1.9％

不明・無回答 1.7％ 2.0％

資料：京都市子育て支援に関する市民ニーズ調査 

（設問）以下の施策等について，少子化対策として効果があると思いますか。各項目につき当てはまる番

号１つに○をつけてください（問 10） ※施策項目を抜粋している。 

 


